
「市の考え方の区分」

№ 意見の概要 市の考え方 区分

1

第５章　施策分野別の強靱化に向けた方針
２　施策分野の推進方針
⑴　行政機能・防災・消防等
○消防力の発揮による被害の発生抑制・軽減
【危機管理室】（P.23）

上記施策分野別の推進方針に、以下の取組を
追記することを提案します。

・火災の未然防止のため、住宅用火災警報器
等の設置促進・普及に努めます。

住宅用火災警報器等の設置促進・普及につき
ましては、防災・防犯における啓発活動の１つと
して今後も引き続き実施していくことから、原文
のままといたします。

△

2

第５章　施策分野別の強靱化に向けた方針
２　施策分野の推進方針
⑴　行政機能・防災・消防等
○防災拠点機能の確保【総務部、危機管理室】
（P.23）

・大規模自然災害発生時に防災拠点となる公共
施設について耐震化等を着実に進めるとともに
停電時に備え、非常用発電機の整備や必要な
燃料の確保を図ります。

上記施策人や別の推進方針・取組を、以下の内
容に修正することを提案します。

・大規模自然災害発生時に防災拠点となる公共
施設について耐震化等を着実に進めるとともに
停電時に備え、非常用発電機の整備や必要な
燃料の確保、合わせてエネルギーの多重化を
図ります。

ご意見のとおり、「エネルギーの多重化」を追記
いたします。

◎

3

第５章　施策分野別の強靱化に向けた方針
２　施策分野の推進方針
⑴　行政機能・防災・消防等
○災害情報の共有と市民への適切な提供【総
務部、企画部、危機管理室】（P.23）

・市民への情報伝達手段として、防災行政無線
をはじめ、緊急速報や和光市防災・防犯情報
メール、ホームページ、ＳＮＳ　等様々な媒体の
活用を推進し、事象に応じた災害情報を確実に
伝達する取組を進めます。
・外国人住民向けに、行政情報や生活情報など
について、多言語ややさしい日本語などによる
分かりやすい情報提供に努めます。

上記施策分野別の推進方針・取組に賛同しま
す。
本取組の推進にあたっては、各ライフライン関
係企業等との情報体制強化と活用を通じ、市民
への適切な情報提供を図るよう提案します。

ご賛同いただきありがとうございます。
今後も、市民へ適切な情報提供に努めてまいり
ます。

□
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4

第５章　施策分野別の強靱化に向けた方針
２　施策分野の推進方針
⑵　住宅・都市
○災害に強いまちづくり【危機管理室、建設部】
（P.24）

上記施策分野別の推進方針に、以下の取組を
追記することを提案します。

・避難所における感染症を回避するため、自助
による在宅避難が可能となる取組を推進しま
す。
（合わせて担当部名に「市民環境部」を追記）

ご指摘の内容につきましては、当計画には該当
しませんが、和光市防災＆ハザードマップに掲
載し、周知しております。

□

5

第５章　施策分野別の強靱化に向けた方針
２　施策分野の推進方針
⑺　教育
○学校の防災教育と災害対応力の向上【教育
委員会】（P.26）

上記施策分野別の推進方針に、以下の取組を
追記することを提案します。

・学校における防災教育や訓練について、国や
県、市の防災部門、企業等の関係機関と協力し
て進めていきます。

ご意見のとおり、「企業」を追記いたします。

◎

6

第５章　施策分野別の強靱化に向けた方針
２　施策分野の推進方針
⑻　環境
○災害廃棄物の適正な処理【市民環境部】
（P.26）

・老朽化が進んでいる清掃センターを整備する
ため締結された「朝霞市、和光市ごみ広域処理
に関する基本合意書」に基づき朝霞市と共同で
環境負担の提言に配慮した共同処理施設を循
環型社会形成推進交付金を活用して整備し、災
害発生時も効率的かつ安定的なごみ処理体制
を構築していきます。

上記施策分野別の推進方針に賛同し、廃棄物
処理施設建設には、都市ガス（天然ガス）の採
用についてご検討いただいたいと考えます。

ご賛同いただきありがとうございます。
ご指摘の内容につきましては、関係課に共有い
たします。

□
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